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反キリストの迫害に追われた
イスラエルの民の逃亡場所

第2章　
21世紀からのロシアの動き

栄子・スティーブンス

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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Vol.2『神の栄光 シャカイナグローリー』を再版します。全国のキリ
スト教書店からも度々、お問い合わせを頂いておりました。日本の
教会が力強い神の家となり、シャカイナグローリーの輝きをますます
放つことができますように。
　また、オメガ出版物は「再臨の福音をすべての人に」という目的
で、すべての出版物を低価格でご提供することが実現しています。
これらすべてはオメガニュースレター読者様の祈りの実です。心から
感謝いたします。

ビル＆栄子・スティーブンス師ご夫妻のために
　いつもお祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル
師の健康が格別に守られますように。栄子師のニュースレターの
対談や執筆活動、アメリカの教会での終末セミナーの上に、主の
油注ぎと祝福が、ますますあふれますよう引き続き覚えてお祈り
ください。

小冊子『聖書のことばはその通りになる』第６刷の
予約注文開始
　お祈りありがとうございます。2020年8月に第1版を出版した
本書はオメガベストセラー小冊子となり、コロナ禍の中で祈りの
指針として用いられてきました。
　このたび、ロシアとウクライナ情勢が激化する中での完売となり、
緊急再版を決定しました。聖書預言から現在の世界情勢を分かり
やすく解説し、終末の時代に生かされている私たちの指針として
さらに用いられる小冊子となりますようにお祈りください。

オメガ出版より再版小冊子について
　このたび、完売となっていた神様の栄光を現す教会となるため
に小冊子シリーズ、Vol.1『荒野の幕屋の中に見るイエス様』と

予約注文受付開始します！（4月入荷予定）

『聖書のことばはその通りになる』

待望の再版！

荒野の
幕屋の中に
見るイエス様

神の栄光
シャカイナ
グローリー

詳しくは添付のチラシをご覧ください。

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 22
―その14未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）
を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3
今月は、大患難時代の中間で反キリストの迫害に追われたイスラエルの民が逃亡する場所、
神様が備えられた場所について、共に学んでまいりましょう。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

反キリストの迫害に追われた
イスラエルの民の逃亡場所

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 22
―その14未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）
を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3
今月は、大患難時代の中間で反キリストの迫害に追われたイスラエルの民が逃亡する場所、
神様が備えられた場所について、共に学んでまいりましょう。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

反キリストの迫害に追われた
イスラエルの民の逃亡場所

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。

Photo by Danist Soh on Unsplash
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

イエス様の入城の時

入口の細い道シークペトラの中の部屋の一部

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。

(C) freebibleimages
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

イエス様の入城の時

入口の細い道シークペトラの中の部屋の一部

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。

(C) freebibleimages
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

ヨハネの黙示録　22章20～21節

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

「これらのことをあかしする方がこう言われる。
『しかり。わたしはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来てください。

主イエスの恵みがすべての者とともにあるように。アーメン」

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

イエス・キリストに向かって生きる

2022年4月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。

「名声は良い香油にまさり、死ぬ日は生まれる日にまさる」 「事の終わりは、その始まりにまさり（後略）」　　　　
伝道者の書7章1節、8節

聖書は、私たちの世の中の常識を完全に
くつがえ

覆 し、新しい人として生きる者としてのこの世の超越した価値観を
示唆しています。一般的な考えは、死に対して消極的な見方が多いですが、聖書はイエス・キリストが復活し、昇天
したことにより、地上生涯の祝福だけではなく、天における最上級の喜びの知らせを伝えています。聖書の福音は、
主の再臨の希望をすべて含めて完全版となります。（聖書の来臨に関する預言の約3分の2は再臨に関する預言）

私たちは、本来、創造主なる神に似た者としてつくられ、創造主なる神の愛のうちに生き、喜びと楽しみのうちに
生きる者とされました。創造主なる神は、命と希望、愛と平安を与え、死に打ち勝ち、人が永遠に生きるよう道を
開くために、十字架のあがないの業を完成してくださいました。

「そして、この朽ちるべきものが朽ちないものを着て、この死ぬべきものが死なないものを着るとき、このように
記されたみことばが実現します。『死は勝利に吞み込まれた。』『死よ、おまえの勝利はどこにあるのか。死よ、お
まえのとげはどこにあるのか。』」「ですから、私の愛する兄弟たち。堅く立って、動かされることなく、いつも主の
わざに励みなさい。あなたがたは、自分たちの労苦が主にあって無駄でないことを知っているのですから。」

コリント人への手紙 第一15章54 ～ 55、58節

聖書は、この肉体の死は終わりではなく、朽ちるものが朽ちないものを着る復活の希望の始まりであることを
預言しています。私たちは死に向かっているのではなく、王の王、主の主、御子イエス・キリストに向かって生きて
います。そして、その愛は、すべての人に向けられています。神の愛は、無条件で信じるすべての人が永遠の命を
得ることを保証します。

2022 年オメガは、「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように」（ヨハネの黙示録 22:21）という
主題聖句の光を、日本全国、日本のすべての人に、さらに神の愛を分かりやすく伝えてまいります。

今月、オメガ出版の『聖書のことばはその通りになる』が六刷となります。2020年8月の出版から約2年で、著
者、栄子・スティーブンスが当初、言及していたロシアの動きについて、その状況があまりにも速く現実に迫って
きていることを覚えました。今回、本書の初めに、「2022年3月15日 アメリカのトピカ・カンザスの自宅書斎に
て。栄子・スティーブンスより」と、愛する日本の皆様へのお手紙を添え、改訂版として7千冊目を発行いたしま
す。（別添チラシをご参照ください）

　
私たちは、命のある限り主を礼拝し、その命は、主に向かって愛の霊として賛美と祈りが捧げられます。使命とは、

命を使うことと言われます。私たちの使命は、イエス・キリストが再び来られる日に備えることです。その日、
「事の終わりは、その始まりにまさり」（伝道者の書7:8）、私たちは神と共に住まい、永遠に生きる者とされます。

「まことに私のいのちの日の限りいつくしみと恵みが私を追って来るでしょう。私はいつまでも主の家に住まいます。」
詩篇23篇6節

　
今月も主の恵みと天からのあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に

注がれますよう心よりお祈り申し上げます。
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先
生
、
ま
た
今
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
を
軸
に
、
聖
書
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
見

れ
ば
見
る
ほ
ど
、
日
本
に
置
か
れ
、
そ
し
て
日
本
人

と
し
て
命
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
様
の

深
い
愛
に
、
感
謝
が
あ
ふ
れ
、
同
時
に
誇
り
と
勇
気

が
わ
く
思
い
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
く
る
の
を

感
じ
な
が
ら
、
先
生
と
お
話
し
す
る
機
会
を
楽
し
み

に
、
指
折
り
数
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
新
年
早
々
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

対
談
で
す
が
、
春
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。

栄
子　

本
当
で
す
ね
。
い
つ
も
こ
の
季
節
に
な
る
と
、

リ
バ
イ
バ
ル
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
日
本
の
様
子
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
と
て
も
幸
せ
に
な
り
ま
す
。
日

本
は
、
四
季
折
々
の
季
節
の
美
し
さ
と
い
う
点
に

お
い
て
も
、
神
様
に
祝
福
を
受
け
て
い
る
な
ぁ
と
感

じ
ま
す
。
海
外
で
の
生
活
が
長
い
と
、
そ
の
こ
と
を

年
々
深
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

私
た
ち
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人
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、
神
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に
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れ
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ど
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れ
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る
と
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自
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も
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好
き
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な
れ
る
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で
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。
そ
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す
る
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自

分
た
ち
の
こ
と
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で
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に
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な
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ま

す
。
こ
の
世
に
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自
分
の
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と
が
嫌
い
な
人
が
た
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さ
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い
ま
す
ね
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て
も
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し
い
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す
。
そ
れ

は
、
神
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が
自
分
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を
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し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い
か
ら
な
ん
で
す
も
ん
ね
。

輪
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ア
ー
メ
ン
で
す
。
私
も
、
こ
ん
な
奴
で
す
が

（
笑
）、
今
、
自
分
の
こ
と
を
愛
お
し
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
も「
シ
ャ
ロ
ー
ム
を
日
本
に
」と
い
う

こ
と
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
先
生
、

聖
書
の
預
言
が
成
就
す
る
様
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

今
は
本
当
に「
終
わ
り
の
時
」が
近
く
な
っ
た
時
代
だ

と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
さ
せ
ら
れ
た
ん
で

す
が
、
イ
エ
ス
様
が
マ
タ
イ
の
24
章
で
お
っ
し
ゃ
っ

た「
産
み
の
苦
し
み
」、
つ
ま
り「
新
し
い
時
代
が
生

ま
れ
る
前
の
陣
痛
」が
始
ま
っ
て
い
る
時
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
聖
書
預
言
の
通

り
、
地
震
や
津
波
、
疫
病（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）や
飢き

き
ん饉（

食

糧
難
）が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
人
間
に
は
生
き
る
こ
と
が

大
変
な
時
代
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
ね
…
。

栄
子　

聖
書
の
預
言
は
1
0
0
%
で
す
か
ら
ね
。

成
就
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
預
言
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
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う
と
も
、
イ
エ
ス
様
を
自
分
の
メ
シ
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キ
リ
ス
ト
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し
て
、
信
じ
て
受
け
入
れ
た
人
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の

幸
せ
を
神
様
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
、
黙

示
録
に
ち
ゃ
ん
と
預
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
お

約
束
で
す
か
ら
、
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
っ
て
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と

で
す
。
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嶋　

ア
ー
メ
ン
で
す
!

と
こ
ろ
で
先
生
、
前
回
の
先
生
と
の
お
話
に
出
て

き
た
列
王
記 

第
一
で
、
恐
怖
と
孤
独
に
襲
わ
れ
た

エ
リ
ヤ
が
神
に「
死
な
せ
て
ほ
し
い
」と
願
う
場
面
で
、

私
た
ち
日
本
人
の
心
に
刺
さ
る
言
葉
が
あ
っ
た
の
で

す
が
…
。

栄
子　

あ
ら
、
そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
、
ど
こ
で

す
か
?

輪
嶋　
「
私
は
先
祖
た
ち
に
勝
り
ま
せ
ん
」（
Ⅰ
列
19
・

4
参
照
）と
い
う
箇
所
な
ん
で
す
。
そ
う「
先
祖
」と
い

う
言
葉
と
、
先
祖
に
対
す
る
思
い
な
の
で
す
。
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輪
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さ
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、
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に
な
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前
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ら
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っ
と
、
先
祖
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お
墓
参
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大
切
に
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こ
ら

れ
た
の
で
す
よ
ね
。
そ
こ
、
す
ご
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

何
も
輪
嶋
さ
ん
が
特
別
っ
て
こ
と
で
は
な
く
、
一
般

的
に
見
て
も
、
日
本
人
は
先
祖
の
こ
と
を
本
当
に
大

切
に
す
る
民
族
で
す
ね
。
輪
嶋
さ
ん
の
場
合
は
特
に
、

長
男
の
長
男
、
ず
っ
と
続
い
て
い
る
長
男
の
家
系
だ

と
お
聞
き
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
特

に
そ
の
思
い
が
強
い
で
し
ょ
う
ね
。

輪
嶋　

そ
う
な
ん
で
す
。
イ
エ
ス
様
と
出
会
い
、
イ

エ
ス
様
を
私
の
救
い
主
と
し
て
心
に
お
迎
え
し
て
、

ア
ダ
ム
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
い
で
き
た
原
罪
を
き

れ
い
に「
無
か
っ
た
こ
と
」と
し
て
い
た
だ
い
た
上
に
、

イ
エ
ス
様
の
似
姿
に
し
て
い
た
だ
く
道
を
歩
く
と
い

う
、
と
て
つ
も
な
い
祝
福
を
頂
き
、
今
、
私
は
本
当

〜
に
幸
せ
で
す
、
本
当
〜
〜
〜
〜
に（
笑
）。

　

た
だ
、
こ
の
先
祖
の
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
お
墓
の

こ
と
な
ど
が
、
私
の
中
で
す
べ
て
ク
リ
ア
に
な
っ
た

か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は
言
い
難
い
な
と
い
う
の
が

本
音
な
ん
で
す
。
栄
子
先
生
だ
か
ら
告
白
し
ち
ゃ
い

ま
す（
笑
）。
私
の
よ
う
に
長
男
の
場
合
も
そ
う
で
す

が
、
い
ろ
ん
な
立
場
立
場
、
例
え
ば
お
嫁
に
行
っ
た

先
で
ご
主
人
に
先
立
た
れ
た
方
と
か
も
、
こ
の
こ
と

は
結
構
シ
リ
ア
ス
な
も
の
だ
な
、
っ
て
感
じ
る
例
を

た
く
さ
ん
見
て
来
ま
し
た
。

　

イ
エ
ス
様
に
出
会
い
、
キ
リ
ス
ト
と
し
て
受
け
入

れ
た
い
、
心
か
ら
そ
う
思
っ
て
も
、
そ
の
後
、
ご
先

祖
と
の
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
お
墓
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
そ

ん
な
こ
と
全
く
気
に
せ
ず
生
き
て
い
る
人
も
た
く
さ

ん
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
先
祖
の
こ
と
を
思
う
人

ほ
ど
、
目
に
見
え
な
い
も
の
、
つ
ま
り
霊
的
な
も
の

を
大
切
に
し
て
、
神
様
と
の
出
会
い
を
渇か

つ
ぼ
う望

し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
を
、
我
が
身
を
通
し
て

も
感
じ
る
ん
で
す
。

栄
子　

あ
ー
、
な
る
ほ
ど
。
そ
の
思
い
を
伝
え
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
告
白
さ
れ

ち
ゃ
っ
た
わ
ね
、
う
れ
し
い
で
す（
笑
）。
そ
う
い
う

の
を「
コ
ク
ら
れ
た
」
っ
て
い
う
ん
で
し
ょ
?

輪
嶋　

す
ご
い
、
先
生
、
そ
ん
な
言
葉
を
ご
存
知
だ

と
は
。
お
見
そ
れ
し
ま
し
た（
笑
）。

栄
子　

先
祖
の
こ
と
、
実
は
日
本
人
が
イ
エ
ス
様
を

心
に
お
迎
え
す
る
と
い
う
時
に
一
番
の
壁
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
そ
の
点
だ
ろ
う
な
と
私
も
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
っ
て
こ
と
は
、
先

祖
を
裏
切
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
思
い
に
な
る
の
で

す
よ
ね
。

輪
嶋　

そ
う
で
す
。
昨
日
ま
で
田た

ご
さ
く

吾
作
と
い
う
名
前

だ
っ
た
人
が
、
今
日
か
ら
ト
ム
に
な
っ
て
、
親
戚
と

他
人
の
フ
リ
す
る
み
た
い
な
。
先
生
は「
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
」に
な
ら
れ
た
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

栄
子　

面
白
い
こ
と
言
い
ま
す
ね
、
あ
な
た
は（
笑
）。

本
当
に
そ
の
気
持
ち
よ
く
わ
か
り
ま
す
、
私
も
結
婚

し
て
も
キ
ャ
サ
リ
ン
じ
ゃ
な
く
、
栄
子
の
ま
ん
ま
、

日
本
人
で
す
か
ら
。
で
も
ね
、
聖
書
を
見
る
と
、
選

民
と
し
て
神
様
が
お
選
び
に
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
姿

の
中
に
、
先
祖
の
思
い
を
受
け
て
、
感
謝
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
見
え
て
く
る

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ま
ず
、
聖
書
の
民
も
先
祖
の
こ

と
を
思
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
は
聖
書
、
つ
ま
り
神

様
の
お
心
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

輪
嶋　

と
言
う
と
?

栄
子　

聖
書
に
は
、
神
様
が
人
間
に
現
れ
て
お
語
り

く
だ
さ
る
時
に
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
父
祖
の
神
、

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
で

あ
る
」と
ご
自
分
の
こ
と
を
ご
紹
介
さ
れ
る
場
面
が

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
、
ま
る
で
決
ま
り

文
句
の
よ
う
に
。（
出
3
・
6
、
マ
タ
22
・
32
）　

ま
た
こ
ん
な
表
現
も
な
さ
っ
て
い
ま
す
。「
わ
た
し

は
あ
な
た
の
先
祖
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
連
れ
出
し
た
神

で
あ
る
」。
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
は
、
神
様
と
は
民

族
の
父
、
そ
の
子
、
そ
の
孫
に
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た

お
方
だ
、
と
言
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

輪
嶋　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か

ら
、
そ
の
点
で
私
の
心
に
残
っ
た
聖
書
の
箇
所
な
の

で
す
が
、
エ
ジ
プ
ト
を
出
て
い
く
時
の
モ
ー
セ
た
ち

の
姿
な
ん
で
す
。
い
つ
か
神
様
は
預
言（
約
束
）の
通

り
、
お
前
た
ち
を
、
我
々
に
与
え
ら
れ
る
と
約
束
さ

れ
た
カ
ナ
ン（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
戻
す
時
が
必
ず
来
る
か

ら
、
そ
の
時
に
自
分
を
連
れ
て
帰
っ
て
ほ
し
い
、
そ

う
言
っ
て
ヨ
セ
フ
は
ミ
イ
ラ
に
な
る
。
そ
の
ヨ
セ
フ

の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
彼
ら
は
ヨ
セ
フ
の
ミ

イ
ラ
を
携
え
て
エ
ジ
プ
ト
を
出
て
い
く
ん
で
す
よ

ね
、
4
0
0
年
前
に
死
ん
だ
ヨ
セ
フ
の
遺
言
で
す
よ
、

4
0
0
年
前
!
そ
れ
ほ
ど
昔
の
先
祖
の
思
い
、
そ

れ
を
ず
っ
と
言
い
伝
え
続
け
、
き
ち
ん
と
受
け
継
い

で
い
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。

栄
子　

そ
の
通
り
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え

て
も
っ
と
明
ら
か
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本

C
G
N
T
V
の『
シ
ャ
ロ
ー
ム
イ
ス
ラ
エ
ル
』で
何
度

も
お
伝
え
し
た
通
り
、
私
は
聖
書
が
本
物
で
あ
る
何
よ

り
の
証
拠
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

輪
嶋　

そ
う
で
し
た
ね
。
私
も
そ
れ
は
心
の
底
か
ら

感
じ
て
い
ま
す
。

栄
子　

西
暦
70
年
に
、
イ
エ
ス
様
の
預
言
の
通
り
彼
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先
祖
を
大
切
に
す
る
の
は
ダ
メ
な
の
？

│ 

お
墓
と
日
本
人
の
心 

│

日
本
シ
リ
ー
ズ
4

　シ
ャ
ロ
ー
ム
ニ
ッ
ポ
ン

ニ
ッ
ポ
ン

ら
は
お
国
を
失
い
世
界
中
に
散
ら
さ
れ
て
、
4
0
0

年
ど
こ
ろ
か
1
9
0
0
年
の
間
流
浪
の
民
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
で
も
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
、
彼
ら
は

決
し
て
そ
の
土
地
の
民
族
や
文
化
に
同
化
す
る
こ
と

な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
続
け
た
の
で
す
。
い
ま
世

界
の
1
0
0
カ
国
以
上
か
ら
約
2
千
年
ぶ
り
に
イ

ス
ラ
エ
ル
に
戻
っ
て
き
て
も
、
出
て
行
っ
た
時
と
同

じ
習
慣
を
持
ち
、
安
息
日
を
守
り
、
同
じ
戒
律
の
中

で
暮
ら
す
と
い
っ
た
よ
う
に
、
以
前
の
ま
ん
ま
の
文

化
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
。
2
千
年
で
す
よ
、

2
千
年
!

輪
嶋　

そ
の
時
代
の
日
本
は
、
弥
生
時
代
で
す
よ
ね
、

確
か（
笑
）。

栄
子　

そ
う
で
す
よ
!
で
も
ね
、
彼
ら
は
そ
の
間
、

自
分
た
ち
の
先
祖
に
現
れ
た
神
が
、
先
祖
に
約
束
し

て
く
れ
た「
預
言
」を
信
じ
て
き
た
と
言
う
こ
と
な
ん

で
す
。
そ
の
預
言
、
約
束
の
通
り
、
い
つ
か
必
ず
、

自
分
た
ち
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
戻
る
、
そ
の
こ
と
を
信

じ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
ん
な
あ
り
得
な
い
こ
と
が

起
き
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
事
実
を
私
た
ち
は
見
て

い
る
の
で
す
。

輪
嶋　

い
や
ー
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
ね
…
。
そ

れ
も
、
彼
ら
が
散
ら
さ
れ
た
先
で
送
っ
て
き
た
過
酷

な
人
生
を
考
え
る
と「
先
祖
が
信
じ
た
神
と
、
聖
書

の
言
う
通
り
に
し
た
っ
て
、
自
分
た
ち
は
ち
っ
と
も

幸
せ
に
な
れ
な
い
、
ど
こ
ろ
か
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
い

目
に
遭
う
じ
ゃ
な
い
か
!
先
祖
の
せ
い
だ
、
先
祖

の
神
な
ん
て
信
じ
ら
れ
っ
か
よ
!
」
っ
て
思
っ
て
も

仕
方
な
い
、
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
そ
ん
な
思
い

に
な
ら
な
い
方
が
不
思
議
で
す
も
ん
ね
。

栄
子　

本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本
人

が
先
祖
の
こ
と
を
思
う「
心
自
体
」は
、
聖
書
の
神
様

の
御
心
と
何
に
も
反
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
よ
ね
。

輪
嶋　

ま
ず
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大
事

か
と
思
い
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
た
後
、
先

祖
と
お
別
れ
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
お
墓
参
り
に

行
っ
た
り
、
先
祖
の
こ
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
罪
だ

と
思
っ
て
い
る
人
、
意
外
に
多
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
人
か
ら「
キ

リ
ス
ト
教
っ
て
、
先
祖
の
こ
と
お
参
り
し
た
り
し

ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多

い
ん
で
す
。

　

今
、
日
本
人
が
先
祖
の
こ
と
を
考
え
た
り
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
お
墓
参
り

に
行
っ
た
り
、
3
回
忌
、
7
回
忌
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

先
祖
供
養
と
称
さ
れ
る
仏
教
の
様
式
に
よ
る
も
の
が
、

ほ
ぼ
す
べ
て
と
言
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
起

源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
か
い
う
根
本
を
考

え
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
昔
か
ら
そ
う
し
て
い
る
か

ら
、
と
い
う
ぼ
や
ー
っ
と
し
た
中
に
い
る
ん
で
す
け

ど（
笑
）。
聖
書
の
民
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
お
墓
参

り
し
な
い
ん
で
す
か
ね
?

栄
子　

と
ん
で
も
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
ど
れ
ほ
ど
お

墓
を
大
切
に
し
て
、
そ
し
て
お
墓
参
り
も
す
る
人
た

ち
か
!

輪
嶋　

そ
う
な
ん
で
す
か
?

栄
子　

聖
書
の
中
に
も
、
そ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ

り
ま
す
よ
。
創
世
記
の
23
章
で
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
妻

の
サ
ラ
が
亡
く
な
っ
た
時
、
ヘ
ブ
ロ
ン
の
マ
ク
ペ
ラ

に
当
時
の
貨
幣
価
値
か
ら
し
て
、
と
ん
で
も
な
い
大

金
を
払
っ
て
お
墓
を
買
い
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
自
身

も
そ
こ
に
眠
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
が
お
墓
参
り
に
行
く

こ
と
か
。

輪
嶋　

お
墓
を
大
切
に
し
た
り
、
お
墓
参
り
す
る
こ

と
は
、
聖
書
の
み
こ
と
ば
、
つ
ま
り
神
様
の
御
心
に

反
す
る
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
ね
!

栄
子　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
た
だ
、
お
墓
参
り
の
仕
方

と
か
、
祈
り
方
と
か
は
違
い
ま
す
け
れ
ど
。

輪
嶋　

そ
の
違
い
も
興
味
あ
る
な
ー
。
で
も
ね
、
私

も
実
は
日
本
人
が
、
と
り
あ
え
ず
深
く
考
え
ず
に
こ

れ
ま
で
の
流
れ
に
乗
っ
か
っ
て
や
っ
て
い
る「
先
祖

供
養
」と
い
う
も
の
に
関
し
て
、
そ
の
起
源
を
知
っ

て
と
っ
て
も
驚
い
た
ん
で
す
。

栄
子　

何
で
す
か
、
そ
れ
?
輪
嶋
さ
ん
が
驚
い

た
っ
て
く
ら
い
だ
か
ら
、
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
よ
ね
?

（
笑
）

輪
嶋　

は
い
、
私
に
は
よ
っ
ぽ
ど
で
し
た（
笑
）。
先

祖
供
養
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
行
為
を
、
い
わ
ゆ
る
仏

式
で
や
っ
て
い
る
日
本
人
で
す
が
、
実
は
6
世
紀
に

中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
時
の
も
と
も
と
の
仏
教

に
は
、
先
祖
供
養
と
い
う
概
念
自
体
が
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
。
従
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に

関
す
る
儀
式
も
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
。
そ
れ
っ
て

驚
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?
し
か
も
、
も
っ
と
面
白

い
の
は
、
そ
の
時
す
で
に
先
祖
の
こ
と
を
大
切
に
思

う
心
が
日
本
人
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
、
仏

式
の
先
祖
供
養
は
、
日
本
人
に
合
わ
せ
、
受
け
入

れ
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
仏
教
の
中
に

い
わ
ば「
創
設
」さ
れ
た
も
の
な
の
だ
そ
う
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
の「
免
罪
符
」と
は
よ
い
勝
負
!
な
ん
て

言
っ
ち
ゃ
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
当
時
の
宗
教
的
な

「
新
発
明
」だ
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
。
よ
っ
ぽ
ど
の
こ

と
で
し
ょ
?
本
当
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ
た
ん
で
す
。

栄
子　

え
ー
、
そ
う
な
ん
で
す
か
?
私
も
知
ら
な

か
っ
た
ー
、
そ
れ
は
確
か
に
驚
き
ま
す
ね
。

輪
嶋　

仏
教
よ
り
も
先
に
、
日
本
人
の
先
祖
を
思
う

心
が
あ
っ
た
、
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
先

ほ
ど
の
先
生
の
お
話
で
、
先
祖
を
思
う
心
が
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
あ
り
方
に
な
ん
ら
反
し
た
り
罪

に
な
っ
た
り
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た

ら
、
心
の
中
の
大
き
な
壁
が
一
つ
取
り
除
か
れ
る
と

感
じ
ら
れ
る
人
多
い
と
思
い
ま
す
。

栄
子　

輪
嶋
さ
ん
、
そ
も
そ
も
神
様
が
私
た
ち
人
間

に
、
初
め
て
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
規
範
は
何
で
す
か
?

輪
嶋　

シ
ナ
イ
山
で
モ
ー
セ
が
授
か
っ
た
十
戒
で
す
ね
。

栄
子　

は
い
、
良
く
出
来
ま
し
た（
笑
）。
あ
の
石
板

に
刻
ま
れ
た
神
様
か
ら
の
戒
律
。
戒
律
と
い
う
と
、

厳
し
い
感
じ
が
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
守
っ
た
ら
私

た
ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
か
ら
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
わ

け
で
、
あ
の
十
戒
も
神
様
の
愛
で
す
よ
ね
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ン
で
す
。

オリーブ山にある墓地

(C)Andrew Shiva Wikipedia CC BY-SA 4.0
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栄
子　

そ
の
十
戒
の
最
初
の
四
つ
ま
で
は
、
神
様
と

私
た
ち
人
間
と
の
関
係
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
第
五
戒
で
初
め
て
、
人
間
同
士
の
関
係
に
関
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
、
そ
し
て
、
そ
の
一
番
初
め

が
何
か
と
い
う
と「
親
を
敬
い
な
さ
い
」と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
親
を
大
切
に
思
う
こ
と
が
重
要

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

輪
嶋　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
…
。
先
祖
と
言
っ
て
も
、

実
際
私
た
ち
の
認
識
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
、
ひ

い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
く
ら
い

ま
で
で
す
よ
ね
。
そ
れ
よ
り
前
の
人
た
ち
は
、
全
部

ひ
っ
く
る
め
て「
先
祖
」
っ
て
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ま
す

が
、
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
時
代
も
、
親
と
子

の
関
係
が
積
み
重
な
っ
た
も
の
で
す
も
ん
ね
、
早
い

話
…
。
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
自

分
が
あ
る
の
で
す
が
、
先
祖
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
ど

こ
か「
十じ

っ
ぱ
ひ
と
か
ら

把
一
絡
げ
」み
た
い
な
感
じ
で
す
よ
ね
、
言

葉
は
悪
い
で
す
が
。
で
も「
親
」と
な
る
と
、
そ
れ
を

「
具
体
的
」に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
も
ん
ね
。
も
ち
ろ
ん
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
か
ら
、
例
外
も
あ
り
ま
す
が
。

栄
子　

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
親
が
子
に
伝
え

た
こ
と
、
そ
れ
を
そ
の
子
が
親
に
な
っ
た
時
に
、
ま

た
自
分
の
子
に
伝
え
て
き
た
。
預
言
を
信
じ
、
そ
の

こ
と
を
親
が
子
に
ず
っ
と
伝
え
て
き
た
。
子
は
し
っ

か
り
親
の
言
う
こ
と
を
受
け
取
っ
て
、
ま
た
子
に
伝

え
た
…
。
十
戒
を
大
切
に
受
け
取
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が

し
て
き
た
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

輪
嶋　

な
る
ほ
ど
、
超
納
得
で
す
。
神
を
中
心
に
据

え
た
親
と
子
の
関
係
…
鳥
肌
も
の
の
感
動
で
す
ね
。

親
を
敬
う
心
が
続
い
て
い
る
と
、
そ
こ
に
は
気
が
付

い
た
ら
自
然
に
、
そ
の
思
い
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
で
き

る
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
…
。
と
こ
ろ
で
さ
っ
き
先

生
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
お
墓
参
り
は
日
本
人
の
そ
れ
と

異
な
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
…
。
私
と

し
て
は
、
そ
の
あ
り
方
に
何
か
大
切
な
ヒ
ン
ト
が
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

栄
子　

確
か
に
、
そ
れ
も
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
シ
ェ
ア
し

た
い
こ
と
で
す
ね
。
私
た
ち
の
生
活
の
様
々
な
こ
と

に
関
し
て
、
聖
書
が
具
体
的
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
点
に

つ
い
て
、
神
学
者
た
ち
が
い
つ
も
議
論
し
た
り
、
争

う「
種
」に
も
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
が（
笑
）。

　

例
え
ば
賭と

ば
く博

に
関
し
て
と
か
、
中
絶
の
問
題
、
安

楽
死
の
是
非
な
ど
な
ど
。
さ
ら
に
、
今
は
あ
ま
り
議

論
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
星
に

行
っ
て
生
活
す
る
こ
と
と
か
、
動
物
の
臓
器
を
移
植

す
る
こ
と
な
ど
も
、
そ
の
行
為
が
聖
書
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
議

論
し
よ
う
と
思
え
ば
際
限
な
く
で
き
る
ほ
ど
、
科
学

の
進
歩
に
比
例
し
て
、
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
今
後

数
限
り
な
く
出
て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

お
墓
参
り
に
関
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
中

に
入
る
、
聖
書
が
明
確
に
触
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
で

す
ね
。
だ
か
ら
、
先
祖
の
こ
と
を
思
う
日
本
人
が
、

お
墓
参
り
の
目
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る「
先
祖

供
養
」に
関
し
て
、
痒か

ゆ

い
所
に
手
が
届
く
手
順
や
シ

ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
る
仏
教
の
や
り
方
を
頼
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

輪
嶋　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

栄
子　

お
墓
参
り
に
関
し
て
明
確
に
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
聖
書
。
た
だ
、
申
命
記
18
章
に
大
切
な
神
様

か
ら
の
戒
め
の
み
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。「
占
い
を

す
る
者
、
卜
者
、
ま
じ
な
い
師
、
呪
術
者
、
呪
文
を

唱
え
る
者
、
霊
媒
を
す
る
者
、
口
寄
せ
、
死
人
に
伺

い
を
立
て
る
者
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
行
う
者
は
み
な
、
主
が
忌
み
嫌
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

占
い
や
霊
媒
を
頼
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う

意
味
は
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
で
は
こ
の「
死
人
に
伺

い
を
立
て
る
」と
い
う
意
味
で
す
。
私
た
ち
は
困
っ

た
時
、
悩
ん
だ
時
、「
ご
先
祖
様
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
。
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、
助
け
て
く

だ
さ
い
」と
心
の
中
で
思
っ
た
り
、
お
墓
に
行
っ
て

祈
っ
た
り
し
た
く
な
り
ま
す
。
藁わ

ら

を
も
す
が
る
気
持

ち
っ
て
昔
か
ら
言
う
通
り
で
す
。
藁
に
は
す
が
ら
ず

と
も
、
ご
先
祖
は
そ
の
時
に
助
け
て
く
れ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
こ
の
戒
め
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
の
か
、
こ
の
後
に
続
く
聖
句
を
見
る

と
わ
か
り
ま
す
。「
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
神
、
主

に
対
し
て
全
き
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
な
た

が
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
異
邦
の
民

（
彼
ら
が
エ
ジ
プ
ト
を
出
て
、
向
か
っ
て
い
る
カ
ナ
ン
の
土
地

に
い
る
民
と
い
う
こ
と
で
す
ね
）は
、
トぼ

く
し
ゃ者

や
占
い
師
に

聞
き
従
っ
て
き
た
の
は
確
か
で
あ
る
」

輪
嶋　

あ
、
な
る
ほ
ど
。
他
の
も
の
に
頼
っ
た
り
、

依
存
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
考

え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
苦

し
ん
で
い
る
時
、
も
し
く
は
、
そ
ん
な
状
況
に
な
る

こ
と
に
不
安
を
覚
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

救
い
出
し
て
も
ら
お
う
、
も
し
く
は
、
事
前
に
避
け

よ
う
と
し
て
、
つ
い
つ
い
人
や
お
金
、
地
位
に
よ
り

頼
ん
で
し
ま
う
、
本
当
に
よ
り
頼
む
べ
き
は
主
だ
け

で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
よ
り
頼
む
生
活

が
続
く
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
、
そ
れ
に「
依
存
」し

て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
…
。
体
が
ド
ラ
ッ

グ
や
ア
ル
コ
ー
ル
に「
依
存
」す
る
よ
う
に
、
そ
れ
も

一
種
の「
依
存
」と
な
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

依
存
し
た
も
の
が
、
解
決
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
で
す
が
、
決
し
て
そ
れ
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

を
神
様
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

私
た
ち
を
つ
く
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
愛
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
戒
め
と
し
て
こ
の
よ
う
な
み
こ

と
ば
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
…
。
禁

止
事
項
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、
私
た
ち
が
依
存
症
に
な

ら
な
い
た
め
に
示
さ
れ
た「
愛
」だ
…
。
ア
ダ
ム
に
善

悪
の
知
識
の
木
の
実
を
指
定
し
て
、「
こ
れ
だ
け
は

食
べ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
愛

し
て
い
た
か
ら
な
の
と
同
じ
で
す
ね
。
う
ー
、
何
と

神
様
の
愛
っ
て
…
。

栄
子　

本
当
に
そ
の
通
り
な
ん
で
す
!
だ
か
ら
い

だ
っ
て
そ
の
ご
先
祖
す
べ
て
も
、
創
造
主
に
よ
っ
て
、

ご
計
画
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
。
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つ
も
言
っ
て
る
で
し
ょ
、
聖
書
は
神
様
か
ら
の
ラ
ブ

レ
タ
ー
だ
っ
て
。

輪
嶋　

ア
ー
メ
ー
ン
!
!

栄
子　

主
は
創
造
主
で
あ
り
、
お
つ
く
り
に
な
っ
た

方
だ
か
ら
こ
そ「
癒
や
し
主
」で
あ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
お
つ
く
り
に
な
っ
た
も
の
に
何
が
必
要
で
あ

る
か（
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
か
、
で
は
な
い
で
す
よ
）を
お

分
か
り
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
本
当
の「
備
え
主
」で
あ

る
わ
け
で
す
。
そ
の
方
を
頼
ら
ず
に
、
他
の
も
の
、

身
近
に
あ
る
も
の
、
見
え
や
す
い
も
の
、
そ
れ
に
依

存
し
な
い
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
で
は
、
わ
た

し
の
所
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か

ら
、
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
。

輪
嶋　

あ
ー
、
ハ
レ
ル
ヤ
…
。

栄
子　

神
様
が
聖
書
を
通
し
て
人
間
に
語
り
掛
け
ら

れ
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ご
自
分
が
お
つ
く
り
に
な
っ

た
人
間
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
言
え

ば
、
創
世
記
で
ま
だ
ア
ダ
ム
が
罪
を
犯
す
前
に
い
た

場
所
に
戻
す
こ
と
、
そ
れ
は
同
時
に
黙
示
録
の
最
後

の
最
後
で
約
束
さ
れ
て
い
る
新
天
新
地
で
共
に
暮
ら

す
こ
と
で
す
。
聖
書
の
最
初
と
最
後
は
同
じ
所
。

輪
嶋　

つ
ま
り
、
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

栄
子　

神
様
は
私
た
ち
を
、
そ
の
よ
う
な
ご
自
分
の

所
へ
戻
す
と
い
う
、
明
確
な
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
、

決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
私
た
ち
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
る
の
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
所
へ

戻
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
、
神
が
私
た
ち
に
お
与
え

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が「
メ
シ
ア
を
信
じ

る
こ
と
」な
ん
で
す
。
で
も
人
間
は
、
幸
せ
に
な
る

本
当
の
、
そ
し
て
唯
一
の
方
法
が
聖
書
の
中
に
あ
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
頼
っ

て
し
ま
う
。
ま
さ
に
、
神
様
の
敵
で
あ
る
サ
タ
ン
の

思
う
つ
ぼ
に
、
は
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

輪
嶋　

そ
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
イ
エ
ス

様
が
サ
タ
ン
か
ら
の
試
み
を
受
け
る
マ
タ
イ
の
4
章

の
こ
と
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
サ
タ
ン
が
イ
エ
ス

様
を
自
分
の
世
界
に
取
り
込
も
う
と
し
て
、「
こ
の

世
の
す
べ
て
の
国
々
と
そ
の
栄
華
」を
見
せ
た
、
と

あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は
す
べ
て「
欲
望
の
対
象
」で
あ

る
こ
と
以
上
に
、
神
か
ら
離
れ
た
も
の
が
、
不
安
や

恐
怖
を
埋
め
る
た
め
に
依
存
す
る
も
の
で
す
ね
…
。

栄
子　

私
た
ち
は
何
か
に
依
存
し
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
い
存
在
で
す
。
全
く
何
に
も
依
存
す
る
こ

と
を
必
要
と
し
な
い
の
は
、
神
様
だ
け
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
方
に
全

ま
っ
たき

信
仰

を
持
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
お
方
に
全
面
的
な
信
頼

を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
、
一
番
確
か
な
人
生
に
な

る
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

輪
嶋　

い
や
ー
、
全
く
そ
う
で
す
ね
。
超
シ
ン
プ
ル

な
理
論
的
帰
結（
笑
）。
あ
ん
ま
り
に
も
シ
ン
プ
ル
だ

か
ら
、
余
計
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
、
そ
う
感
じ
る
ほ
ど
、
シ
ン
プ
ル
で
す
ね
。

栄
子　

お
墓
参
り
の
仕
方
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
神

様
の
私
た
ち
に
対
す
る
思
い
に
お
話
が
行
き
ま
し
た

が
、
結
局
は
そ
れ
が
、
原
理
原
則
。
つ
ま
り
、
愛
な

の
で
す
。

輪
嶋　

本
当
そ
う
で
す
よ
ね
。
ア
ー
メ
ン
で
す
。

栄
子　

そ
し
て
、
聖
書
に
は「
常
に
喜
び
な
さ
い
。

感
謝
し
な
さ
い
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

輪
嶋　

は
い
、
あ
ー
、
何
か
全
部
、
全
部
、
命
令
で

は
な
く
、
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見
え
て
き
た（
笑
）

栄
子　

だ
っ
て
そ
う
な
ん
だ
も
の（
笑
）。
先
祖
に
対

し
て
も
、
喜
び
、
感
謝
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
彼
ら
に

対
し
て
、
で
は
な
く
、
神
様
に
。
こ
の
先
祖
を
与
え

て
く
だ
さ
り
、
そ
の
命
を
繋
い
で
く
だ
さ
り
、
そ
し

て
そ
れ
が
あ
っ
て
、
今
日
、
私
が
、
あ
な
た
が
、
イ

エ
ス
様
を
通
し
て
、
創
造
主
た
る
神
を「
お
父
さ
ん
、

パ
パ
」
っ
て
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
に
。
そ
の
先
祖
を
祝
福
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を「
神
様
に
」感
謝
し
て
、
先
祖

の
存
在
を
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
感
謝
し
て
祈

る
。
だ
っ
て
そ
の
ご
先
祖
す
べ
て
も
、
創
造
主
に

よ
っ
て
、
ご
計
画
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で

す
か
ら
。
そ
の
結
果
が
私
た
ち
な
ん
で
す
も
の
。

輪
嶋　

ど
ん
な
人
も
、
ど
ん
な
宗
教
の
枠
に
い
る
人

も
、
そ
れ
に
賛
同
し
な
い
人
は
い
な
い
!
っ
て
思

え
ま
す
。

栄
子　

ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
感
謝
の
思
い
を
持
つ
こ

と
。
こ
れ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
決
し
て
聖
書
を
通
し
て
語

ら
れ
る
神
様
の
御
心
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
安
心
感
を
持
っ
て
。
お
墓
の
こ
と
は
、
宗
教
な
ど

の
、
人
間
の
世
界
が
つ
く
り
出
し
た
様
々
な
し
が
ら

み
や
束
縛
の
中
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
で
、
家
族
や

親
戚
と
の
絡
み
や
、
ま
た
立
場
な
ど
で
、
と
ら
え
方
、

考
え
方
、
そ
し
て
特
に
対
処
の
仕
方
な
ど
、
そ
れ
は

そ
れ
は
様
々
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
聖
書
が
明
確
に
示

し
て
い
な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
一
概
に
、「
こ
れ
」と

言
う
単
純
な
方
法
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
も
繰
り
返
し
ま
す
が
、
先
祖
の
こ
と
を
大
切
に

思
う
心
は
尊
い
も
の
で
、
聖
書
に
反
す
る
も
の
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
先
祖
の
お
墓
は
大

切
に
し
て
、
何
も
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
ん

か
全
く
必
要
な
く
、
イ
エ
ス
様
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど

幸
せ
に
な
る
こ
と
の
で
き
た
子
ど
も
と
し
て
、
お
墓

を
き
れ
い
に
お
掃
除
し
た
り
、
そ
し
て
、
あ
な
た
の

命
を
繋
い
で
く
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
先
祖
の
存
在
を

喜
び
、
そ
の
よ
う
な
先
祖
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
神

様
に
、
思
う
存
分
、
父
と
母
を
敬
う
思
い
で
感
謝
の

お
祈
り
を
す
れ
ば
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な

い
っ
て
思
い
ま
す
。

輪
嶋　

本
当
で
す
ね
、
全
く
だ
。
そ
し
て
そ
の
よ
う

な
中
で
、
そ
の
お
墓
や
、
そ
れ
が
管
理
さ
れ
て
い
る

お
寺
な
ど
、
宗
教
的
な
中
で
で
き
て
い
る
過
去
に
ど

う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
主
が
示
し
て
く
だ
さ
る

…
伺
い
な
が
ら
、
私
の
中
に
一
筋
の
光
が
は
っ
き
り

見
え
て
き
た
、
そ
ん
な
確
か
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

栄
子　
「
バ
リ
バ
リ
・
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

の
輪
嶋
さ
ん
が
そ
う
感
じ
ら
れ
た
の
な
ら
、
き
っ
と
、

同
じ
よ
う
に
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
、

そ
う
信
じ
た
い
で
す
。

輪
嶋　

私
も
そ
う
信
じ
た
い
、
い
や
、
信
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
今
日
か
ら
、
堂
々
と
晴
々
と
、
幸
せ

な
者
と
し
て
、
主
に
感
謝
を
捧
げ
る
お
墓
参
り
を
す

る
日
本
人
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
、
そ
ん
な

喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
、
今
回
も
シ
ャ
ロ
ー
ム
・
日
本
!
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

（
次
号
へ
続
く
）
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コリント人 へ の 手 紙 第 二12章2節、
「私はキリストにあるひとりの人を知ってい
ます。この人は十四年前に──肉体のま
まであったか、私は知りません。肉体を離
れてであったか、それも知りません。神は
ご存じです、──第三の天にまで引き上げ
られました」

2節で、「第三の天にまで引き上げられ
ました」という天は、神様のいらっしゃる
天国です。ここは、サタンが出入りしてい
ます（ヨブ1章、2章）。戦いが起こってい
るのは、もろもろの悪霊とサタンが存在す
る天だと考えられます。

黙示録12章7節で、「ミカエルと彼の
使いたちは、竜と戦った」というこの戦い
で、大天使ミカエルが立ち上がります。天
使の長であるミカエルは、イスラエルを守
る天使です。ダニエル書12章1節、「その
時、あなたの国の人々を守る大いなる君、
ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、
その時まで、かつてなかったほどの苦難の
時が来る。しかし、その時、あなたの民
で、あの書にしるされている者はすべて救
われる」

1節で、「その時、あなたの国の人々を
守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」
と言われている「その時」とは、黙示録12
章での戦いの時です。イスラエルを守る役
割を与えられている、大天使ミカエルが立
ち上がります。同じくダニエル書12章1
節で、「国が始まって以来、その時まで、
かつてなかったほどの苦難の時が来る」と
いうのは、エレミヤ書30章7節で語られ
ている、大患難時代の「ヤコブの苦難の
時」のことを指しています。

らない者、耳を閉じて血なまぐさいことを
聞かない者、目を閉じて悪いことを見ない
者」という人々とは、反キリストには従わ
ない、反キリストとの契約を結ばない人々
でしょう。反キリストがイスラエル抹殺を
実行していきますが、正しい人々は神様に
よる備えの場所へ逃げることができるで
しょう。

天で戦いが起こる
黙示録12章7節から9節、「さて、天に
戦いが起こって、ミカエルと彼の使いたち
は、竜と戦った。それで、竜とその使いた
ちは応戦したが、勝つことができず、天に
はもはや彼らのいる場所がなくなった。こ
うして、この巨大な竜、すなわち、悪魔と
か、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、
あの古い蛇は投げ落とされた。彼は地上
に投げ落とされ、彼の使いどもも彼ととも
に投げ落とされた」

7節で、「天に戦いが起こって」と言われ
ています。天は、三つあります。天はギリ
シャ語で「ウーラノス」と言います。地上か
ら見た天と、悪霊たちがいる天もあります。
エペソ人への手紙6章12節、「私たちの
格闘は血肉に対するものではなく、主権、
力、この暗やみの世界の支配者たち、ま
た、天にいるもろもろの悪霊に対するもの
です」
「天にいるもろもろの悪霊」が存在する天
を語っています。地上にある天が第一の天
なのか、もろもろの悪霊が住んでいる天が
第一の天なのか、その順番は知らされて
いません。しかし、神様のいらっしゃる所
は、第三の天です。

ヨハネの黙示録　22章20～21節

ダニエル書の70週の最後の1週である
7年は、反キリストがイスラエルの政治家
や、イスラム教徒たちと契約を結び、神殿
の丘の一部に、ユダヤ人の場所を与えるの
ではないかと考えられます。しかし、7年の
中間の、半週のところで「荒らす忌むべき
者が翼に現れる」（ダニ9:27）という出来事
が起こります。テサロニケ人への手紙 第二
2章4節、「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に自
分を高く上げ、神の宮の中に座を設け、自
分こそ神であると宣言します」と、反キリス
トは自分が生ける神だと宣言します。

反キリストは、「すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し」（Ⅱテサ
2:4）と書かれていますから、大患難時代
の中間で、宗教や信仰の自由は取り除か
れ、反キリストのみが礼拝されるべき者で
あるとされます。「その上に自分を高く上
げ、神の宮の中に座を設け、自分こそ神で
あると宣言します」と言っていますから、
自分を神とし、聖なる神殿を取り上げ、宗
教と信仰の自由を取り除き、自分だけを拝
むようにせよと預言されています。

誰も殺すことができなかった「二人の証
人」を殺した彼を、人々は神のように扱い、
拝み始めるでしょう。しかし、イエス様を
信じる者と、ユダヤ人は服従しません。ゆ
えに、イエス様を産んだイスラエルを、抹
殺しようと追い掛けます。

ゼカリヤ書13章8節と9節、「全地はこ
うなる。──主の御告げ──その三分の二
は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに
残る。わたしは、その三分の一を火の中
に入れ、銀を練るように彼らを練り、金を
ためすように彼らをためす。彼らはわたし
の名を呼び、わたしは彼らに答える。わた
しは『これはわたしの民』と言い、彼らは
『主は私の神』と言う」

反キリストに追い掛けられている、イス
ラエルの3分の2が死に絶えるという、苦
難の時を迎えます。生き残った3分の1の
者が、「銀を練るように彼らを練り、金をた
めすように彼らをためす」（ゼカ13:9）とい
う大患難を通ります。ついに彼らは、彼ら
のメシアである主の名を呼び求めます。そ
して、主は彼らに答えられるのです。

「わたしは『これはわたしの民』と言い、
彼らは『主は私の神』と言う」（ゼカ13:9）
とは、大患難を通った後、イエス様が「イ
スラエルはわたしの民」と言い、イスラエ
ルの民が「イエス様は私の神」と言ってい
るのです。黙示録12章14節で、「しかし、
女は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の
場所である荒野に飛んで行って、そこで一
時と二時と半時の間、蛇の前をのがれて
養われるためであった」
「大鷲の翼を二つ与えられた｣と預言され
ている箇所を、ある神学者たちは、終わり
の時に、

わし

鷲の印を持つアメリカが、飛行機
を送ってイスラエルの残りの者を救い出す
と理解していることがあります。しかし、出
エジプトの時も同じでした。出エジプト記
19章4節、「あなたがたは、わたしがエジプ
トにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に
載せ、わたしのもとに連れて来たことを見
た」とあります。これは、あらゆる奇跡を通
して、出エジプトさせ、紅海の水を割って、
乾いた所を通らせた神様のなさった数々
の御業を表しています。イスラエルの民が
反キリストから逃れる時も、同じように主
の御業によって逃げることができるのです。

この「自分の場所」（黙12:14）とは、す
でに備えられている場所です。イザヤ書
26章20節で、「さあ、わが民よ。あなた
の部屋に入り、うしろの戸を閉じよ。憤り
の過ぎるまで、ほんのしばらく、身を隠
せ」と主はイスラエルの民に言われていま
す。一旦、イスラエルの民が逃げる場所に
到着すれば、神様が世界に御怒りを注い
でいる間、誰も彼らの場所に入れないよう
に閉じてしまいます。

イスラエルの民の
逃亡の地
ミカ書2章12節、「ヤコブよ。わたしは
あなたをことごとく必ず集める。わたしは
イスラエルの残りの者を必ず集める。わた
しは彼らを、おりの中の羊のように、牧場
の中の群れのように一つに集める。こうし
て人々のざわめきが起ころう」

12節で、「わたしはイスラエルの残りの
者を必ず集める」と言われた残りの者は、
反キリストに追われて殺されていきますが、
生き残った者たちは一箇所に集められます。
その場所は、ヘブライ語で「ボツラ」、ギリ
シャ語では「ペトラ」と呼ばれ、ヨルダンに
ある世界遺産となっている所です。
「おりの中の羊のように」と記されている
箇所は、新改訳聖書の注釈では「ボツラの
羊」と書かれています。ボツラは地名です
が、地名の意味の「おり」、新共同訳では

「囲い」と訳されていますが、文語訳聖書
では「ボツラ」と書かれています。

このボツラの場所は、1200ｍと長く、
とても細い道が続きます。両側は、約100
ｍの絶壁です。ちょうどトンネルの中を
通っているような雰囲気ですが、上を見る
と、少しだけ空が垣間見えます。1200ｍ
の細い道を通り抜けると、広 と々した所に
到着します。

これは、羊のおりに似ています。羊のお
りは、入り口が一匹ずつしか通れないよう
に、細くなっています。しかし、細い所を
出ると、広々としたおりに到着します。羊
飼いが羊を数えるのに一番良い方法だか
らです。

サタンの時間が後わずかなので、サタン
がイスラエルを抹殺しようと動きます。同
じくダニエル書12章1節では、「その時、
あなたの民で、あの書にしるされている者
はすべて救われる」と書かれており、イス
ラエルの民で神様の「小羊のいのちの書」
に名が記されている者は、すべて救われま
す。ローマ人への手紙11章26節に、「イ
スラエルはみな救われる」と預言されてい
るのは、終わりの日に生き残ったイスラエ
ルの民が、民族的に救われる時のことです。
竜であるサタンと、もろもろの悪霊たちで
ある堕天使たちは、昔々に神様のいらっ
しゃる第三の天から追い出されています。
しかし、サタンは聖徒たちを訴えるためだ
けに、天国に入ることが許されています。

ヨブ記1章6節から10節、「ある日、神の子
らが主の前に来て立ったとき、サタンも来て
その中にいた。主はサタンに仰せられた。
『おまえはどこから来たのか。』サタンは主に
答えて言った。『地を行き巡り、そこを歩き
回って来ました。』主はサタンに仰せられた。
『おまえはわたしのしもべヨブに心を留めた
か。彼のように潔白で正しく、神を恐れ、悪
から遠ざかっている者はひとりも地上には
いないのだが。』サタンは主に答えて言った。
『ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。あ
なたは彼と、その家とそのすべての持ち物と
の回りに、垣を巡らしたではありませんか。
あなたが彼の手のわざを祝福されたので、
彼の家畜は地にふえ広がっています。』」

このみことばは、神様が素晴らしい、
しもべのヨブを御使いたちの前で自慢して
おられるのです。私たちが心を込めて主に
仕えている時、主は天国で私たちのことを
自慢してくださっているのです。サタンは、

「ヨブが主に仕えているのは、神様が彼を
守って祝福しているからであって、祝福を
取り上げたら彼は神様を恐れなくなりま
す」と訴えているのです。それゆえ、神様
はヨブとすべてのものを守っていた垣根を
取り外し、サタンが彼を攻撃できるように
し、ヨブに考えられないほどの苦難の時
を通らせられたのです。それでもヨブは、
最後まで神様を呪いませんでした。

長年、神様はこのような訴えを許されま
したが、もはや許されない日がやってきま
した。大患難時代の中間で、天に戦いが
起こり、サタンは天から追放され、聖徒を
告訴することも許されなくなります。

ここからは、イスラエルについて書かれ
た箇所から、終末に実際に起こる預言に
変わりました。6節で、「女は荒野に逃げ
た」とありますが、これは大患難時代の中
間で起こります。

イスラエルが逃げる場所は、「千二百六
十日の間彼女を養うために、神によって備

神に備えられた場所に
逃亡するイスラエルの民
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）12章6
節、「女は荒野に逃げた。そこには、千二
百六十日の間彼女を養うために、神によっ
て備えられた場所があった」

えられた場所があった」（12:6）と、すでに
神様によって備えられています。逃げる期
間は1260日です。聖書暦の3年半です。
その場所で、イスラエルの民は3年半神様
によって養われます。どのように養われる
のかは分かりませんが、出エジプトの時の
ように、岩から水が出たり、マナが降って
きたりするのかもしれません。

イザヤ書33章15節と16節、「正義を
行う者、まっすぐに語る者、強奪による利
得を退ける者、手を振ってわいろを取らな
い者、耳を閉じて血なまぐさいことを聞か
ない者、目を閉じて悪いことを見ない者、
このような人は、高い所に住み、そのとり
では岩の上の要害である。彼のパンは与
えられ、その水は確保される」と書かれて
います。

イスラエルの民は、反キリストをメシア
だと思い、7年の契約を結ぶということを
以前お話ししました。しかし、イスラエル
は反キリストにだまされ、神殿は奪われま
す。そして、イスラエル抹殺を企てます。
イザヤ書33章15節で語られている、「正
義を行う者、まっすぐに語る者、強奪によ
る利得を退ける者、手を振ってわいろを取

「これらのことをあかしする方がこう言われる。
『しかり。わたしはすぐに来る。』アーメン。主イエスよ、来てください。

主イエスの恵みがすべての者とともにあるように。アーメン」

10節で、「今や、私たちの神の救いと
力と国と、また、神のキリストの権威が現
れた」と、天では勝利の宣言がなされてい
ます。同じく10節で、「私たちの兄弟たち
の告発者、日夜彼らを私たちの神の御前
で訴えている者が投げ落とされたからであ
る」とあり、サタンはもはや、私たち聖徒を
訴えることができなくなりました。

11節で、「兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった」のです。天国での戦いの
勝利は、私たちの忠実な証しが武器と
なっています。死に至るまで命を惜しまず、
主を信じ続けることは、サタンを敗北に導
くことになるのです。

再臨の条件
マタイの福音書23章39節、「あなたが
たに告げます。『祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に』とあなたがたが言う
ときまで、あなたがたは今後決してわたし
を見ることはありません。」

このみことばは、イエス様がユダヤ人の
律法学者たちに語っていることばです。ユ
ダヤ人が、ユダヤ人のメシアを迎える時の
みに使うことば、「祝福あれ。主の御名に
よって来られる方に」と言ってイエス様を民
族的にお迎えするまで、ユダヤ人は決して
主を見ることがないのです。

ボツラに集められる残りのイスラエルの
民は、「ボツラの羊のように集める」という
ことばが使われています。ボツラは、多く
の岩がある山で、広大な荒野ですが、入
り口はたった一つだけでした。後にトラッ
クが入れるような入り口がつくられたと聞
いていますが、それも神様にとっては簡単
に閉じることができるでしょう。その1200
ｍの入り口も、神様が閉じてしまわれれば
誰も入れません。イスラエルの民はボツラ
に逃げ込んで、神様によって守られます。

黙示録12章15節と16節、「ところが、
蛇はその口から水を川のように女のうしろ
へ吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし
た。しかし、地は女を助け、その口を開い
て、竜が口から吐き出した川を飲み干し
た」のです。15節で、「蛇はその口から水
を川のように女のうしろへ吐き出し、彼女
を大水で押し流そうとした」のですが、聖
書の中で「大水で押し流す」というのは、
大軍を送って虐殺することを表しています。

ダニエル書9章26節では、「その終わり
には洪水が起こり、その終わりまで戦いが
続いて、荒廃が定められている」、また、
ダニエル書11章22節に、「洪水のような
軍勢」ということばが使われています。サ
タンは、反キリストに軍隊を送り、イスラ
エルを追い掛けるでしょう。黙示録12章
16節では、「しかし、地は女を助け、その
口を開いて、竜が口から吐き出した川を飲
み干した」という預言は、恐らく地震のよ
うな地割れによって、大軍が地に飲み込ま
れると思われます。

「女の子孫の残りの者」
とは
黙示録12章17節と18節、「すると、竜

は女に対して激しく怒り、女の子孫の残り
の者、すなわち、神の戒めを守り、イエス
のあかしを保っている者たちと戦おうとし
て出て行った。そして、彼は海べの砂の上
に立った」

17節の、「竜は女に対して激しく怒り、女
の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを
守り、イエスのあかしを保っている者たち
と戦おうとして出て行った」という「女の子
孫の残りの者」とは、神の戒めを守り、イエ
スの証しを保っている、イスラエルと世界
中で活動している14万4千人の伝道師や、
メシアニック・ジュー（イエスをメシアと信
じたユダヤ人）たちを追い掛けています。

竜であるサタンが、「海べの砂の上に
立った」のは、地中海に面しているイスラ
エルの海岸だと考えられます。終末預言で
は、地中海近辺の国々を表しています。黙
示録12章14節で語られているように、ヨ
ルダンのボツラの中に逃げ込んだイスラエ
ルの民は、神様によって養われ、3年半過
ごします。

まだ、ボツラにいるイスラエルの残りの
者たちは、イエス様を受け入れていません
が、二人の証人の伝道と、彼らの復活と
昇天とを目の当たりにした人々です。エル
サレムで伝道していた二人の証人によって、
イエス様が全能の神様、創造主であり、
メシアであったことをその耳で聞いたので
す。そして二人の証人の復活と昇天が、イ
スラエルの残りの民に、もはや明らかにさ
れているのです。しかし、彼らは自分たち
で聖書のみことばを調べて、理解できるま
では、悔い改めて救われるところにまで達
しません。

現在、世界遺産のボツラ（ペトラ）には、
多くのクリスチャンが旅行に行っています。
アメリカやカナダからの旅行者の多くが、
ヘブライ語、ロシア語、スペイン語、そし
て英語などの聖書を、ボツラの中に隠して
います。着の身着のまま逃げ込んだイスラ
エルの民が、3年半過ごす間、しっかりと
聖書を学ぶことができるためです。中には
見つかって、捨てられてしまうこともあり
ますが、神様は必要な分を、その時まで
保管してくださるに違いありません。

こうして、ボツラに逃げ込んだイスラエ
ルの民が、民族的にイエス・キリストこそ
我々のメシアであり、創造主ご自身であっ
たことを知るのです。そして、ついに、主
の名を呼び、主が答えられて、ご再臨な
さるのです。

2020年 か ら2021年 に か け て、オメ
ガ・ジャパン主催でイスラエル＆ヨルダン
ツアーを3回企画し、3回ともヨルダンの
ペトラ現地ホテル内の会議室で、黙示録
セミナーを行いました。現在、コロナウイ
ルスの影響やロシアやヨーロッパの不安定
な情勢の中、日本から安心してツアーを催
行することが困難になりました。今、振り
返ると、すべてが主の導きと御手の中に
あって、何と、半年に1回というペースで
したが、主が日本からの祈りを求めておら
れたのだと感じます。

在主

イエス・キリストに向かって生きる

2022年4月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

黙示録12章7節から9節では、「さて、
天に戦いが起こって、ミカエルと彼の使
いたちは、竜と戦った。それで、竜とそ
の使いたちは応戦したが、勝つことがで
きず、天にはもはや彼らのいる場所がな
くなった。こうして、この巨大な竜、すな
わち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、
全世界を惑わす、あの古い蛇は投げ落と
された。彼は地上に投げ落とされ、彼の
使いどもも彼とともに投げ落とされた」と
されました。

敗北したサタンともろもろの悪霊は、住
んでいた天から追放されます。彼らが支配
していた天から追い出され、9節で、「悪
魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑
わす、あの古い蛇は投げ落とされた。彼
は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼
とともに投げ落とされた」と、今度は地上
に彼らが住む結果となります。

黙示録12章10節と11節、「そのとき
私は、天で大きな声が、こう言うのを聞い
た。『今や、私たちの神の救いと力と国と、
また、神のキリストの権威が現れた。私た
ちの兄弟たちの告発者、日夜彼らを私た
ちの神の御前で訴えている者が投げ落とさ
れたからである。兄弟たちは、小羊の血と、
自分たちのあかしのことばのゆえに彼に打
ち勝った。彼らは死に至るまでもいのちを
惜しまなかった』」

言い換えれば、イエス様を神様であるメ
シアとして、民族的にお迎えするまで、ご
再臨はないということです。このことを
知っているサタンは、あらゆる時代でユダ
ヤ人を抹殺しようとしました。ホロコース
トで、もうすぐ再臨が成就するかと思われ
た時、神様がユダヤ人の国を建国された
のです（1948年）。

黙示録12章12節で、「それゆえ、天と
その中に住む者たち。喜びなさい。しかし、
地と海とには、わざわいが来る。悪魔が
自分の時の短いことを知り、激しく怒って、
そこに下ったからである」と、地に投げ落
とされたサタンと堕天使が、大暴れをする
時が来ました。サタンは敗北しましたが、
ここでご再臨を止めることができる一つの
ことが残っています。それは、イスラエル
民族を抹殺することです。
「ヤコブの苦難の時」に、ダニエル書12
章1節で語られている、「あの書に記され
ている者はすべて救われる」と成就する日
が目の前まで来ています。イスラエルに
住んでいる生き残ったユダヤ人が、民族
的に主に向かって、再臨の条件である

「祝福あれ。主の御名によって来られる方
に」のことばを叫ぶと主の再臨が成就しま
す。しかし、もしユダヤ民族がサタンに
よって絶滅されてしまえば、メシアの再臨
は起こらないのだとサタンは考えているの
でしょう。

黙示録12章13節と14節、「自分が地
上に投げ落とされたのを知った竜は、男の
子を産んだ女を追いかけた。しかし、女
は大鷲の翼を二つ与えられた。自分の場
所である荒野に飛んで行って、そこで一時
と二時と半時の間、蛇の前をのがれて養
われるためであった」

13節で、「自分が地上に投げ落とされ
たのを知った竜は、男の子を産んだ女を
追いかけた」ということが大患難時代の中
間で起こります。この時には、すでに第三
神殿が建っていると考えられます。なぜな
ら、ダニエル書9章27節で、「彼は一週
の間、多くの者と堅い契約を結び、半週
の間、いけにえとささげ物とをやめさせる。
荒らす忌むべき者が翼に現れる」と預言さ
れているからです。

「名声は良い香油にまさり、死ぬ日は生まれる日にまさる」 「事の終わりは、その始まりにまさり（後略）」　　　　
伝道者の書7章1節、8節

聖書は、私たちの世の中の常識を完全に
くつがえ

覆 し、新しい人として生きる者としてのこの世の超越した価値観を
示唆しています。一般的な考えは、死に対して消極的な見方が多いですが、聖書はイエス・キリストが復活し、昇天
したことにより、地上生涯の祝福だけではなく、天における最上級の喜びの知らせを伝えています。聖書の福音は、
主の再臨の希望をすべて含めて完全版となります。（聖書の来臨に関する預言の約3分の2は再臨に関する預言）

私たちは、本来、創造主なる神に似た者としてつくられ、創造主なる神の愛のうちに生き、喜びと楽しみのうちに
生きる者とされました。創造主なる神は、命と希望、愛と平安を与え、死に打ち勝ち、人が永遠に生きるよう道を
開くために、十字架のあがないの業を完成してくださいました。

「そして、この朽ちるべきものが朽ちないものを着て、この死ぬべきものが死なないものを着るとき、このように
記されたみことばが実現します。『死は勝利に吞み込まれた。』『死よ、おまえの勝利はどこにあるのか。死よ、お
まえのとげはどこにあるのか。』」「ですから、私の愛する兄弟たち。堅く立って、動かされることなく、いつも主の
わざに励みなさい。あなたがたは、自分たちの労苦が主にあって無駄でないことを知っているのですから。」

コリント人への手紙 第一15章54 ～ 55、58節

聖書は、この肉体の死は終わりではなく、朽ちるものが朽ちないものを着る復活の希望の始まりであることを
預言しています。私たちは死に向かっているのではなく、王の王、主の主、御子イエス・キリストに向かって生きて
います。そして、その愛は、すべての人に向けられています。神の愛は、無条件で信じるすべての人が永遠の命を
得ることを保証します。

2022 年オメガは、「主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように」（ヨハネの黙示録 22:21）という
主題聖句の光を、日本全国、日本のすべての人に、さらに神の愛を分かりやすく伝えてまいります。

今月、オメガ出版の『聖書のことばはその通りになる』が六刷となります。2020年8月の出版から約2年で、著
者、栄子・スティーブンスが当初、言及していたロシアの動きについて、その状況があまりにも速く現実に迫って
きていることを覚えました。今回、本書の初めに、「2022年3月15日 アメリカのトピカ・カンザスの自宅書斎に
て。栄子・スティーブンスより」と、愛する日本の皆様へのお手紙を添え、改訂版として7千冊目を発行いたしま
す。（別添チラシをご参照ください）

　
私たちは、命のある限り主を礼拝し、その命は、主に向かって愛の霊として賛美と祈りが捧げられます。使命とは、

命を使うことと言われます。私たちの使命は、イエス・キリストが再び来られる日に備えることです。その日、
「事の終わりは、その始まりにまさり」（伝道者の書7:8）、私たちは神と共に住まい、永遠に生きる者とされます。

「まことに私のいのちの日の限りいつくしみと恵みが私を追って来るでしょう。私はいつまでも主の家に住まいます。」
詩篇23篇6節

　
今月も主の恵みと天からのあらゆる祝福が、皆様の仕えておられる教会と地域、職場や学校、すべての場所に

注がれますよう心よりお祈り申し上げます。
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主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。ヨハネの黙示録22章21節
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主の喜びとなり実を結ぶ
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

横田 聖子13

14

イエス・キリストに向かって生きる

栄子・スティーブンス × 輪嶋 東太郎　対談

2022年主題聖句／オメガ活動ビジョン／お知らせ／祈りの課題 他

02

07

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.22 未来の預言―その14

連載 日本シリーズ 4
ニッポン

シャロームニッポン

反キリストの迫害に追われた
イスラエルの民の逃亡場所

第2章　
21世紀からのロシアの動き

栄子・スティーブンス

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

1
祈りの課題

2

3

Vol.2『神の栄光 シャカイナグローリー』を再版します。全国のキリ
スト教書店からも度々、お問い合わせを頂いておりました。日本の
教会が力強い神の家となり、シャカイナグローリーの輝きをますます
放つことができますように。
　また、オメガ出版物は「再臨の福音をすべての人に」という目的
で、すべての出版物を低価格でご提供することが実現しています。
これらすべてはオメガニュースレター読者様の祈りの実です。心から
感謝いたします。

ビル＆栄子・スティーブンス師ご夫妻のために
　いつもお祈りをありがとうございます。栄子師とご主人のビル
師の健康が格別に守られますように。栄子師のニュースレターの
対談や執筆活動、アメリカの教会での終末セミナーの上に、主の
油注ぎと祝福が、ますますあふれますよう引き続き覚えてお祈り
ください。

小冊子『聖書のことばはその通りになる』第６刷の
予約注文開始
　お祈りありがとうございます。2020年8月に第1版を出版した
本書はオメガベストセラー小冊子となり、コロナ禍の中で祈りの
指針として用いられてきました。
　このたび、ロシアとウクライナ情勢が激化する中での完売となり、
緊急再版を決定しました。聖書預言から現在の世界情勢を分かり
やすく解説し、終末の時代に生かされている私たちの指針として
さらに用いられる小冊子となりますようにお祈りください。

オメガ出版より再版小冊子について
　このたび、完売となっていた神様の栄光を現す教会となるため
に小冊子シリーズ、Vol.1『荒野の幕屋の中に見るイエス様』と

予約注文受付開始します！（4月入荷予定）

『聖書のことばはその通りになる』

待望の再版！

荒野の
幕屋の中に
見るイエス様

神の栄光
シャカイナ
グローリー

詳しくは添付のチラシをご覧ください。

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584

内容
はじめに

「本書増刷に寄せて」
栄子・スティーブンス
2022年3月15日アメリカ・トピカ・
カンザスの自宅書斎にて

1. 終わりの時代の中心は「イスラエル」
2. 21世紀からのロシアの動き
3. エゼキエルの預言が

今の時代に動き始めた
4. イスラエルの富を分捕り

奪い取りに来る敵
5. 真の神の存在を諸国の民に

知らしめるために
6. 大患難時代の7年間と

エゼキエルの預言

シャロームニッポン
Special Booklet付き ！


